
 

今年２月、JR東海は新幹線全駅に喫煙ルームを設置することを発表しました。大勢の人が往来する

駅に煙が漏れない喫煙室が設けられることは受動喫煙を防ぐために必要なので、新幹線全駅に設置

されるのは当然だろうと思います。 

今まで、タバコの

煙やニオイを不愉

快に感じていた人

達は、「ようやく作っ

てくれたか」と感じ

ていることでしょう。 

 

ところで、案内文

を良く見ると、この

喫煙ルームは JR東

海管轄内の１１駅１

３箇所に設置される

ようですが、それに

は、なんと１．６億円

もの費用がかかるよ

うです。 

 

１３箇所に１．６億

円ということは、１箇

所に１千万円を超

える費用がかかる

訳です。 

煙もニオイもなく

なるのはうれしいけ

ど、タバコを吸う人

のためにそんな大金をどうやって工面するのでしょうか。喫煙者も非喫煙者も運賃は同じなのに、喫煙

者しか利用しない部屋があるのは少し不公平な気がしないでもありません。 

ともかく健康を害するタバコを吸うために多額の費用をかけなければならないのは、もったいない限

りです。タバコを吸う人がいなくなればそんな必要はないのにと思うと、これから大人になる君たちがタ

バコを吸い始めない事を願うばかりです。 
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